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地域公共交通計画策定業務� 694 万円
　これまでの公共交通事業の取り組みデータ等を生かして三芳町の公共交通
の在り方を示し、交通空白地の解消や持続可能な交通体系を構築する方策を
検討する

小学校体育館空調設備設置工事設計業務委託� 2200 万円
　指定避難所となっている町内小学校の体育館に空調設備の設置、劣化した
床の改修等を行うための設計業務

教育センター運営事業� 104 万円
　「学力向上」「ICT 教育」「教職員研修」「教育相談・特別支援教育」「調査・
研究」に特化した三芳町教育センターの運営経費

令和5年度の新規事業の一部

令和5年令和5年
第1回 臨時会第1回 臨時会

（1月27日）（1月27日）
第2回 定例会第2回 定例会

（2月27日〜3月24日）（2月27日〜3月24日）

１
月
27
日
に
第
１
回
臨
時
会
が
、
2
月
27
日
か
ら

３
月
24
日
ま
で
は
第
2
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
定
例
会
で
は
令
和
5
年
度
の
予
算
案
を
は
じ
め

議
員
発
議
1
件
、
議
案
23
件
、
報
告
1
件
、
同
意
5

件
が
上
程
さ
れ
、
1
件
撤
回
さ
れ
た
他
は
す
べ
て
原

案
通
り
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
と
し
て
の
任
期
満
了
に
よ
る
改
選
前
最
後
の

一
般
質
問
で
は
議
長
を
除
く
全
14
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
、
各
自
が
取
り
組
む
町
の
課
題
解
決
や
、
町

の
施
策
、
将
来
像
に
つ
い
て
真
剣
な
質
問
が
取
り
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

令和5年度一般会計予算は

135億375万円
（金額単位：千円）歳　入 歳　出

合計　　13,503,748 合計　　13,503,748

総務費

民生費

衛生費

土木費

消防費

教育費

公債費

その他

2,248,532

4,731,694

905,504

1,227,626

690,872

1,419,837

1,561,286

718,397

町税

地方消費税
交付税

国庫支出金

県支出金
繰入金
町債

その他

7,564,001

999,600

1,439,214

890,445
498,227
674,600

1,437,661
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予算特別委員会が注目

国際交流事業
　マレーシアペタリングジャヤ市で開催されるアジア太平洋ユースパシフィック・フォークロアフェ
スティバルへの参加、同市市長の親善訪問、オランダへの中学生等の派遣、マレーシアへの中学生
派遣事業、マレーシアのホッケーチームとの交流事業

【フォークロアフェスティバル】�� �232 万円
【姉妹都市訪問団】�� �201 万円
【オランダ派遣】�� �343 万円
【マレーシア派遣】�� �194 万円
【ホストタウン交流】�� �47 万円

主
な
質
疑

問

マ
レ
ー
シ
ア
と
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
派

遣
人
数
は
。

答

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
演
者
10
名
、

指
導
者
1
名
、
職
員
２
名
。
オ
ラ
ン
ダ

に
は
町
内
在
住
の
中
高
生
３
名
と
職
員

１
名
。
マ
レ
ー
シ
ア
に
は
中
学
生
10
名

と
職
員
1
名
を
派
遣
す
る
。

問

オ
ラ
ン
ダ
へ
の
派
遣
の
事
業
委
託

料
２
２
１
万
円
の
内
訳
は
。

答

現
地
交
通
費
９
万
７
千
円
、
宿
泊

費
61
万
4
千
円
、
食
費
27
万
7
千
円
、

施
設
入
場
料
10
万
円
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
関
連
20
万
円
、
現
地
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
経
費
91
万
円
。

問

令
和
元
年
度
は
８
人
で
４
０
０
万

円
ほ
ど
の
支
出
だ
っ
た
の
が
、
今
回
は

４
人
で
３
０
０
万
円
を
超
え
る
が
、
そ

の
理
由
は
。

答

航
空
機
の
金
額
な
ど
が
値
上
が
り

し
た
た
め
。

問

姉
妹
都
市
訪
問
団
は
い
つ
頃
来
る

の
か
。

答

５
月
頃
と
聞
い
て
い
る
。

問

マ
レ
ー
シ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
と

の
交
流
事
業
の
内
容
は
。

答

マ
レ
ー
シ
ア
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
の
会
長
が
オ
ー
ナ
ー
を
務
め
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
の
子
ど

も
た
ち
が
飯
能
市
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

キ
ャ
ン
プ
を
行
う
の
で
、
三
芳
町
で
交

流
事
業
を
行
い
、
そ
の
移
動
費
、
食
費
、

歓
迎
会
の
出
演
者
謝
礼
な
ど
を
負
担
す

る
。問

ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
は
飯
能
市
で
練

習
と
宿
泊
を
す
る
の
か
。

答

そ
う
な
る
と
聞
い
て
い
る
。

問

マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
中
学
生
派
遣
の

内
容
は
。

答

令
和
元
年
度
に
も
参
加
し
た
ペ
タ

リ
ン
グ
ジ
ャ
ヤ
市
で
開
催
さ
れ
る
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル・ユ
ー
ス・リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
。

開
催
時
期
は
９
月
頃
。

問

令
和
元
年
度
は
引
率
職
員
が
２
名

だ
っ
た
が
、
令
和
５
年
度
は
１
名
。
引

率
者
の
負
担
が
大
き
す
ぎ
な
い
か
。

答

現
地
に
は
主
催
者
側
の
方
も
大
勢

い
る
。
ま
た
、
先
方
か
ら
引
率
者
は
１

名
で
お
願
い
さ
れ
て
い
る
。
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こども食堂支援
　新たに町内でこども食堂が開設された際の支援金など

【こども食堂講師謝礼】�� �５万円
【こども食堂支援補助金】�� �10 万円

主
な
質
疑

主
な
質
疑

問

過
去
に
行
っ
て
い
た
既

設
の
食
堂
へ
の
支
援
は
も
う

行
わ
な
い
の
か
。

答

令
和
３
、
４
年
度
は
感

染
症
対
策
の
た
め
の
補
助
と

い
う
こ
と
で
国
の
コ
ロ
ナ
補

助
金
を
充
て
て
い
た
。

問

生
活
支
援
と
い
う
意
味

で
も
大
切
だ
が
、
今
後
も
支

援
し
て
い
く
考
え
は
。

答

町
の
事
業
継
続
を
諮
る

中
で
、
こ
ど
も
食
堂
支
援
に

限
ら
ず
各
担
当
課
の
中
で
意

見
を
吸
い
上
げ
て
検
討
し
て

い
く
。

問

開
業
支
援
が
１
か
所
と

い
う
こ
と
は
町
に
こ
ど
も
食

堂
は
あ
と
１
か
所
あ
れ
ば
良

い
と
い
う
こ
と
か
。

答

決
し
て
そ
の
よ
う
に
は

考
え
て
い
な
い
。
状
況
に
応

じ
て
対
応
す
る
。

地域コミュニティ活性化事業
　令和４年度までの敬老支援事業補助金の使用用途を拡大し、行政連絡区の加
入促進や地域コミュニティ発展のため地区の様々な取組に充当できる補助金

【地域コミュニティ活性化事業支援】�� �363 万円
主
な
質
疑

主
な
質
疑

問

支
援
の
目
的
は
行

政
連
絡
区
の
加
入
促
進

か
。答

加
入
促
進
も
あ
れ

ば
、
あ
る
意
味
区
離
れ

の
防
止
も
期
待
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
深
め

る
用
途
に
使
っ
て
い
た

だ
き
、
発
展
・
維
持
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

各
区
へ
の
支
給
上

限
は
。

答

各
行
政
連
絡
区
内

に
住
む
75
歳
以
上
の
高

齢
者
数
に
決
め
ら
れ
た

単
価
を
掛
け
て
上
限
と

し
た
い
。

出産・子育て応援給付金
　妊娠届け出の面接時、出産後の赤ちゃん訪問面接時にそれぞれ応援給付金と
して現金５万円を給付する事業

【給付金（国２/３、県・町各１/６負担）】�� �4350 万円
主
な
質
疑

主
な
質
疑

問

事
業
内
容
の
周
知

は
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
。答

令
和
４
年
に
出
産
、

も
し
く
は
妊
娠
届
を
提

出
さ
れ
た
方
も
対
象
と

な
る
の
で
、
遡
及
分
は

個
別
通
知
を
行
う
。
今

後
は
面
接
の
機
会
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
し
て
い

く
。

ま
た
、
Ｈ
Ｐ
で
の
周
知
、

窓
口
に
チ
ラ
シ
の
設
置

も
行
う
。

問

現
金
以
外
に
も
相

当
の
物
品
や
ク
ー
ポ
ン

を
給
付
す
る
と
い
う
選

択
肢
も
あ
っ
た
が
、
現

金
給
付
に
決
定
し
た
理

由
は
。

答

育
児
中
の
方
、
妊

娠
中
の
方
、
い
ろ
い
ろ

と
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し

て
い
る
の
で
現
金
の
方

が
対
応
で
き
る
と
考
え

た
。
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町民税や固定資産税は堅調で、
財政力指数も１を超え不交付団体

の予想である。
主な歳出に産前産後の家事育児支援、無料乳
がん検診の増及び乳がん検診の自己負担金減額
等、福祉の拡充がみられる。ポストコロナで町
の様々なイベントも予定され、町の活性が期待
でき賛成する。

公明党賛
成

令和５年度予算では、町税が前
年度比較で増となった。今後の資

源価格等の上昇による物価高騰のため税収の不
安定要素があるものの、基金の運用の工夫がみ
られ評価できるものである。育児支援や教育セ
ンター設置、公共交通の利便性向上等、将来に
向けたまちづくりに期待し賛成討論とする。

三芳みらい賛
成

小中学校施設整備事業
　町内小中学校の各教室で老朽化した空調設備の更新や三芳東中学校の
トイレ洋式化工事、藤久保中学校テニスコート防球ネット改修工事など、
小中学校施設の整備事業

� �１億 5917 万円
主
な
質
疑

主
な
質
疑

問

体
育
館
の
空
調
設
備
設

置
は
全
小
学
校
が
対
象
か
。

答

藤
久
保
小
学
校
を
除
い

た
４
校
が
対
象
。

問

令
和
５
年
度
は
設
計
業

務
だ
が
、
工
事
は
い
つ
か
ら

行
う
の
か
。

答

他
市
の
実
情
や
防
災
担

当
と
の
協
議
の
上
、
令
和
６

年
度
以
降
で
計
画
を
立
て
て

い
く
。

問

防
球
ネ
ッ
ト
改
修
工
事

設
計
業
務
の
内
容
は
。

答

令
和
４
年
度
に
点
検
業

務
を
行
い
、
改
修
工
事
が
必

要
と
の
指
摘
を
受
け
た
。
令

和
５
年
度
は
改
修
工
事
の
設

計
を
行
う
。

問

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
自
体
の

改
修
も
検
討
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
れ
も
含

ま
れ
る
の
か
。

答

こ
の
設
計
業
務
は
あ
く

ま
で
も
防
球
ネ
ッ
ト
の
み
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
面
の
整
備

は
グ
リ
ー
ン
ダ
ス
ト
を
購
入

し
て
、
コ
ー
ト
に
置
い
て
お

く
。

物価高騰で町民の生活が厳しい
中、国際交流よりも、もっと住民

生活に目を向けるべき。学校給食費や 18 歳ま
での医療費無償化など子育て支援策の拡充や住
民要望の強い公共交通町内循環小型バスの実現
を急ぐべき。安全が確保されていない三芳スマー
ト ICへの大型車の導入はやめるべき。

日本共産党

一般会計予算に対する

各会派の
討論
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令和５年度予算特別会計

企業会計

国民健康保険
予算総額
36 億 2827 万 9000 円

（前年度比 1570 万 9000 円増）

前年度に比べ保険給付
費は若干減少している
が、高額医療費は増加
した予算になってい
る。その理由は。

被保険者数の減少はあ
るが、医療の高度化や
一人当たりの医療費の
増加などが要因で高額
医療費は増加が続いて
いるため。

問 答

下水道事業会計
収益的収入 ８億 3402 万 2000 円
収益的支出 ７億 4205 万 8000 円
資本的収入 5644 万 6000 円
資本的支出 ２億 1123 万 2000 円

ポンプ場の電気料金は
14 万 1 千円。前年度
11 万 5 千円だが、電
気代高騰の中これで足
りるのか。

令和 4年度の実績を基
に、燃料調整の値上げ
分を見越して計上して
いる。

問 答

水道事業会計
収益的収入 8 億 5106 万 1000 円
収益的支出 8 億 4586 万 1000 円
資本的収入 2 億 1461 万 4000 円
資本的支出 5 億 7865 万 8000 円

期末残高は 12億円で、
水道戦略では後々は 8
億程度に落ち着く。貯
めるのではなく住民に
還元すべきでは。

大きな災害時に水道料金
の徴収ができなくなる
と、水道事業を維持する
のに年間７億円が必要に
なる。また水道管の１割
が破損すると５億円ほど
の工事費が必要になる。
今の状態ではギリギリと
捉えている。

問 答

後期高齢者医療
予算総額
10 億 9998 万 6000 円

（前年度比 2454 万円増）

人間ドック・脳ドック
受診への補助金が前年
度より減っているが、
補助の想定人数は。

実績に基づいて検査料
の補助金は計上してい
る。令和５年度は 70
人を想定している。

問 答

介護保険
予算総額
31 億 86 万 6000 円

（前年度比 2億4273万9000円増）

国庫補助金のうち保険
者機能強化推進交付金
と介護保険者努力支援
交付金の違いは。

前者は介護保険者の機
能強化に向けて高齢者
の自立支援や重症化防
止に関する取組。後者
は介護予防健康づくり
等の取組。町の取組の
評価によって国から交
付される。

問 答
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その他の議案

　4月 1日より町指定の下水道工事店の
指定、工事責任者の登録など手数料が必
要になります。

問今回徴収することとなった理由は。
答県内で三芳町だけが徴収していなかった
ため改正に伴い徴収することとなった。

区　分 金　額
町指定下水道工事店指定手数料 10,000円
町指定下水道工事店指定更新手数料 10,000円
町指定下水道工事店証再発行または指定下水道
指定工事店証書替え手数料 2,000 円

排水設備工事責任技術者登録または排水設備工
事責任技術者登録更新手数料 2,000 円

排水設備工事責任技術者証再交付または排水設
備工事責任技術者登録替え手数料 1,000 円

学校統廃合について保護者、
関係者、住民が望むことであれ

ば反対ではないが、地域から学校が無くなるこ
とは地域の衰退に繋がりかねないことであり、
もっと人々の声を聴いていくべき。「学校再編」
と審議会名にあるように学校統廃合を視野に入
れた審議会であり反対する。

日本共産党

　小・中学校の教育環境の改善等を行い、持続可
能な望ましい学校教育の実現に向けた条例で 10
条と附則で成っています。

審議会で審議される主な内容は
（１）小中学校の再編に関する事項
（２）小中学校の通学区域の編成に関する事項
（３）�前 2 号に定めるもののほか、教育委員会が

必要と認める事項
期間は 2年間、審議会委員は
（１）学識経験を有する者
（２）小中学校の保護者を代表する者
（３）行政連絡区を代表する者
（４）小中学校の学校長
（５）町民のうちから公募により選出された者
（６）�前各号に定めるものほか、教育委員会が必要

と認める者
委員は 18名以内で構成されます。

問行政連絡区を代表する者とはどのような人か。
答区長を予定している。
問人数の内訳は。
答それぞれの人数は未定。
問学識経験者とは。
答学校に詳しい大学の教授など 2名を予定している。

　その他多くの質問がありました。

三芳町学校再編審議会条例（議案第 27 号）

下水道条例の一部改正
（議案第 10 号）

印鑑条例の一部改正
（議案第 11 号）

　国の法律改正に伴い条例の一部を改正するもので、「個人番号カード」
のほか、移動端末設備（スマートホン）の規定を新設し、印鑑登録証明の
申請ができるようになります。

　国の法律改正に伴い条例の一部を改正するもの
で、出産一時金が増額となります。

42 万円 ➡ 50 万円 になります。

　竹間沢にある「南側ゲートボール場」（竹間沢
898 番地及び 899 番地５）が利用者からの申し
出により廃止となったことから条例より当ゲート
ボール場を削除しました。

国民健康保険条例の一部改正　
（議案第 12 号）

町内ゲートボール場の設置及び
管理に関する条例（議案第 25 号）

7 2023 年 5月１日　議会だより　三芳町　No.188



追加� 1,613 万 2,000 円
総額� 10 億 9,157 万 8,000 円

主な内容　
令和３年度の医療給付に要
する市町村負担額確定によ
る精算金。

後期高齢者医療（第 1 号）

令和 4 年度補正予算

追加� 2 億 289 万 9,000 円
総額� 137 億 664 万 7,000 円

問新型コロナウイルスワクチン接種の対象者は。
答春夏接種は、65歳以上の方、基礎疾患を有する方、医療従事
者。秋冬接種は、5歳以上の方。
問予防接種健康被害調査委員会の開催要件は。
答健康被害がコロナワクチン接種によるものと主治医が判断し
た場合に必要書類を担当課に提出し、その後委員会が開催される。
※第 1回目の委員会が令和 5年 4月に開催されました。

一般会計（第 1 号）

令和 5 年度補正予算

減額� 1 億 1,899 万 7,000 円
総額� 148 億 857 万 8,000 円

問住民税賦課事務事業、職員手当の増の要因は。
答スマホやパソコン等で申告数が増え、税務署からの申告書を
確認するための事務処理増加による計上。
問公共交通の利用補助金の減額の要因は。
答コロナの影響で外出を控えたことによる利用者の減少。
問川口市立夜間中学校教育費負担金の積算根拠は。
答学校運営の人件費に掛かる費用の人数割り（令和 4年度 36
名在籍）。当町へ 12月に転入してきた生徒 2名分の令和 4年度
分負担金（4ヶ月分）

一般会計（第 10 号）

人件費、各事業費の確定等に伴う減額など

追加� 1 億 4,430 万 7,000 円
総額� 37 億 5,687 万 7,000 円

問一般被保険者療養給付費・高額療養費の増加はコロナのリバ
ウンドが要因か。
答医療の高度化等により一人当たりの医療費が増加している。
令和 2年度は受診控え、3年度は受診控えからの反動があった。
医療費の高い支出がある現状。

国民健康保険（第１号）

療養給付費見込み額の確定による増額など

追加� 1,389 万 2,000 円
総額� 30 億 4,202 万 7,000 円

問保険者機能強化推進交付金・介護保険保険者努力支援交付金
はどういった事業のインセンティブで入ってきているか。
答評価項目が 200 から 250 項目あり、精査の結果ポイントが
付与され、交付金として町に入る。

介護保険（第２号）

国からの補助金の増額
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主な質疑
問教育相談にあたり、教育相談室と教育センターとの利用の
すみ分けは。
答センターでは、より専門性が必要な内容について対応して
いく。
このことはホームページやリーフレット、学校だよりで周知し
ていく。
問センター設置の経緯は。
答以前より思いがあり他市の調査もしてきたが、議会の一般質
問や厚生文教常任委員会から不登校児童生徒の支援についての
意見などを踏まえて９月から担当課と一緒に検討を進めてきた。
問開設によって現状がどう変わるのか。
答専門的な支援を受けられることや、関係諸機関や進路支援、
医療機関などにスクールソーシャルワーカーが繋げていけるよ
うになる。

令和5年 第1回 臨時会（1月27日）

複雑で変化の激しい時代の中で、いじめ
問題の深刻化、不登校児童生徒の増加など、

子ども達を取り巻く様々な課題の解決に取り組み、誰ひ
とり置き去りにしない教育環境の充実が求められている。
すべての子ども達の安心の学びと成長のための環境整
備が進むことを願い賛成する。

公明党賛
成

議案第２号
三芳町教育センター
設置条例

議案第 3 号
三芳町体育施設条例の一部を改正する条例

◦業務の内容
　①�教育に関する専門的・技術的事項の

調査研究
　②教職員の研修
　③教育に関する資料の収集および提供
　④教育相談および就学支援
　⑤不登校児童生徒の支援など
◦設置場所
　三芳町役場　5階
◦施行
　令和 5年４月１日

　運動公園テニスコート人工芝改修工事等の施行に伴い開場時間
と利用料金の変更など。　
◦開館時間
　�午前７時から午後９時まで（通年）※利用時間が拡大に
◦利用料金
　大人　２時間につき 800円。小中学生は 400円。
◦照明利用料金
　１時間につき 400円。
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３
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表紙写真のご紹介

　満開の桜とオリンピックのホストタウンとし
ても関係を深めたオランダのシンボルである
チュ－リップが咲き薫る春。庁舎前の桜並木の
下には、久しぶりのお花見を楽しむ方々の明る
い笑顔。その中に、お母さんのカメラに向かっ
てポーズをとる３人兄妹を見つけました。今年
新１年生の吟

おと�は �

葉さん、３年生の美
ひま

葵
り

さん、６年
生の史

し

龍
りゅう

さん。
　兄妹全員が小学生となる嬉しい成長の節目を
カメラに収めるひと時に出会い、明るい希望を
感じました。
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イ
ク
音
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町
長
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最
終
的
に
は
ト
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プ
の
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任
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本会議や委員会を
傍聴された方から
ご意見・ご感想を
いただきました。

傍聴席から
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令和５年第１回臨時会　審議結果
議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
細
田　
三
恵

林　
　
善
美

井
田　
和
宏

細
谷　
光
弘

山
口　
正
史

吉
村
美
津
子

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

小
松　
伸
介

内
藤
美
佐
子

桃
園　
典
子

久
保　
健
二

鈴
木　
　
淳

菊
地　
浩
二

落
合　
信
夫

条例
三芳町議会の個人情報の保護に関する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
三芳町個人情報の保護に関する法律施行条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ × × × 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
三芳町教育センター設置条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
三芳町体育施設条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
補正予算
令和４年度三芳町一般会計補正予算（第９号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年第２回定例会　審議結果 
議
員
名

結
果　

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
細
田　
三
恵

林　
　
善
美

井
田　
和
宏

細
谷　
光
弘

山
口　
正
史

吉
村
美
津
子

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

小
松　
伸
介

内
藤
美
佐
子

桃
園　
典
子

久
保　
健
二

鈴
木　
　
淳

菊
地　
浩
二

落
合　
信
夫

補正予算・新年度予算
令和４年度三芳町一般会計補正予算（第 10 号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度三芳町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度三芳町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度三芳町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度三芳町一般会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ × × × 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度三芳町国民健康保険特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度三芳町介護保険特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度三芳町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ × × × 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度三芳町下水道事業会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度三芳町水道事業会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度三芳町一般会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
条例
三芳町議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
三芳町下水道条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
三芳町印鑑条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
三芳町国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
三芳町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町環境衛生対策審議会条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町企業職員の給与の種類及び基準を定める条例及び技能労務職員の給与の種類及び基
準に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町学校再編等審議会条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ × × × × 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町ゲートボール場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意・報告
三芳町教育委員会教育長の任命同意について 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
三芳町教育委員会委員の任命同意について 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
三芳町公平委員会委員の選任同意について 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
三芳町監査委員の選任同意について 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
三芳町農業委員会委員の任命同意について 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
専決処分事項の報告について（運動公園テニスコート人工芝改修工事の変更契約） 報告のみ
陳情・要望
要介護１、２の人の生活援助等の介護保険給付を市町村の総合事業に移行することについて
の意見書提出に関する要望書 配付のみ

思想・良心の自由、請願権を守る為の陳情について 配付のみ
日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安
全の保障を求める陳情 配付のみ

意見書
帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ × × × 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
認知症の人も家族も安心な社会の構築を求める意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
「原発回帰」の方針を撤回することを求める意見書について 否決 × × × × ○ ○ ○ ○ 議

長 × × × × ○ ○

○賛成　×反対■ 議員の賛否公開します ◀︎詳細については議会ウェブサイトをご覧ください。
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一時保育・紙おむつ処分に支援を
公明党

桃 園 典 子
もも  ぞの  のり   こ

子どもの幸せを実現する町へ内藤美佐子
ないとう  み    さ    こ

公明党

問

国
の
こ
ど
も
家
庭
庁
始
動
に

対
し
、
本
町
の
子
ど
も
政
策
部
署

の
一
元
化
が
必
要
で
は
。

答

学
校
教
育
課　
関
係
各
課
と

連
携
し
必
要
性
に
つ
い
て
協
議
す

る
。問

こ
ど
も
政
策
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
相
談
窓
口
設
置
は
。

答

こ
ど
も
支
援
課　
関
係
各
課

と
協
議
し
、
実
践
し
て
い
る
市
町

村
を
参
考
に
研
究
す
る
。

問

低
所
得
妊
婦
に
対
す
る
初
回

産
科
受
診
料
へ
の
町
支
援
は
。

答

健
康
増
進
課　
低
所
得
妊
婦

の
負
担
感
は
大
き
い
。
近
隣
市
を

調
査
研
究
し
て
い
る
。

問

双
子
等
多
胎
児
妊
娠
へ
の
産

前
産
後
の
支
援
は
。

答

健
康
増
進
課　
産
前
は
妊
婦

検
診
の
回
数
増
、
産
後
は
令
和
５

年
度
に
多
胎
児
に
限
ら
ず
利
用
で

き
る
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
等
の
育
児
家

事
支
援
を
実
施
す
る
。

安
全
な
道
路
の
整
備
を

問

国
道
藤
久
保
交
差
点
よ
り
東

京
方
面
へ
の
歩
道
の
改
善
整
備
を

県
に
要
請
し
て
い
る
か
。

答

道
路
交
通
課　
安
全
で
は
な

い
と
思
う
。
町
と
し
て
県
に
強
く

改
善
を
要
望
し
た
い
。

問

都
市
計
画
道
路
の
７
路
線
の

整
備
状
況
を
、
進
捗
率
も
含
め
本

町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
周
知
し
て
は
。

答

都
市
計
画
課　
進
捗
の
周
知

は
大
切
だ
と
思
う
が
、
該
当
地
権

者
へ
の
配
慮
も
必
要
。富
士
見
市・

ふ
じ
み
野
市
と
の
協
議
の
必
要
性

も
含
め
検
討
す
る
。

高
齢
者
の
移
動
手
段

問

運
転
免
許
証
返
納
後
の
ア
シ

ス
ト
付
き
自
転
車
等
利
用
に
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
周
知
は
。

答

自
治
安
心
課　

広
報
や
町

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
周
知
す
る
。

問

地
域
公
共
交
通
計
画
で
デ
マ

ン
ド
型
交
通
手
段
の
再
考
は
。

答

町
長　
現
在
実
施
し
て
い
る

高
齢
者
公
共
交
通
補
助
事
業
も
デ

マ
ン
ド
型
と
言
え
る
。
令
和
５
年

度
の
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
事

業
の
中
で
検
討
す
る
。

そ
の
他
質
問

若
年
が
ん
患
者
の
在
宅
療
養
支
援

に
つ
い
て

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を

問

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は
充
分
か
。

答

こ
ど
も
支
援
課　
大
変
難
し

い
状
況
。
今
後
更
に
充
実
さ
せ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
。

問

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
利
用
条

件
の
緩
和
や
利
用
施
設
の
拡
充
等

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
は
。

答

町
長　
国
の
モ
デ
ル
事
業
に

も
参
画
し
先
進
自
治
体
と
な
れ
る

よ
う
、
子
育
て
支
援
策
を
進
め
て

い
き
た
い
。

保
育
所
で
の
紙
お
む
つ
処

分
に
つ
い
て

問

町
内
の
保
育
所
で
の
使
用
済

み
紙
お
む
つ
の
対
応
は
。

答

こ
ど
も
支
援
課　
持
ち
帰
り

７
園
、
園
で
の
処
分
２
園
。

問

厚
労
省
か
ら
の
紙
お
む
つ
処

分
に
関
す
る
通
達
に
つ
い
て
町
の

考
え
は
。

答

こ
ど
も
支
援
課　
国
か
ら
保

育
所
で
の
処
分
を
推
奨
す
る
と
の

方
針
を
受
け
、
町
内
保
育
所
に
も

同
様
に
促
し
て
い
る
。

問

保
護
者
や
園
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
園
で
の
回
収
や
助
成
す
る

制
度
を
構
築
し
て
は
。

答

町
長　
保
護
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
町
と
し
て
ど
こ
ま
で
出

来
る
か
考
え
て
い
き
た
い
。

現
状
に
沿
っ
た
高
齢
者
支

援
を

問

緊
急
連
絡
シ
ス
テ
ム
が
設
置

出
来
な
か
っ
た
方
に
、
丸
亀
市
の

よ
う
な
携
帯
電
話
で
の
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
は
。

答

町
長　
固
定
電
話
を
設
置
し

な
く
な
っ
て
い
る
。
町
に
あ
っ
た

形
を
研
究
し
て
い
く
。

家
庭
教
育
支
援
の
充
実
を

問

学
齢
期
に
応
じ
た
「
親
の
学

習
」
講
座
を
開
催
し
て
は
。

答

社
会
教
育
課　
就
学
時
だ
け

で
な
く
成
長
度
合
に
合
わ
せ
た
講

座
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

問

支
援
の
充
実
に
は
諸
機
関
と

の
継
続
的
連
携
が
必
要
で
は
。

答

教
育
長　
更
な
る
連
携
強
化

が
大
変
重
要
と
考
え
る
。
今
後
研

究
検
討
し
て
い
く
。
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マイナンバーと三芳町行政菊 地 浩 二
きく    ち    こう    じ

輝

問

以
前
か
ら
当
町
の
将
来
を
示

す
青
写
真
が
な
い
の
で
は
と
感
じ

て
い
た
が
、
当
町
の
青
写
真
が
あ

れ
ば
そ
の
概
要
は
。

答

町
長　
第
５
次
総
合
計
画
を

発
表
し
て
い
る
が
、
第
５
次
総
合

計
画
が
町
の
未
来
の
青
写
真
と
言

え
る
。
今
は
第
６
次
の
総
合
計
画

を
作
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
青

写
真
が
フ
ォ
レ
ス
ト
シ
テ
ィ
構
想

だ
と
思
っ
て
い
る
。

問

例
え
ば
藤
久
保
地
域
拠
点
施

設
と
ス
マ
ー
ト
IC
フ
ル
化
が
ど
の

様
に
関
わ
る
の
か
を
示
す
の
が
青

写
真
だ
と
思
う
が
。

答

町
長　
藤
久
保
拠
点
施
設
も

ス
マ
ー
ト
IC
フ
ル
化
も
フ
ォ
レ
ス

ト
シ
テ
ィ
構
想
の
中
に
入
っ
た
計

画
な
の
で
有
機
的
な
関
連
は
あ
る
。

問

藤
久
保
地
域
拠
点
に
着
手
し

て
い
る
が
、
今
後
も
地
域
拠
点
を

作
っ
て
い
く
の
か
。

答

町
長　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
で
も
新
た
な
建
設
は
し

な
い
と
し
て
い
る
。
藤
久
保
地
域

拠
点
を
総
合
拠
点
と
す
る
た
め
、

新
た
な
大
き
な
拠
点
を
作
る
計
画

は
な
い
。
地
域
拠
点
は
上
富
、
竹

間
沢
、
北
永
井
に
も
あ
る
が
藤
久

保
が
核
と
な
る
大
き
な
拠
点
施
設

と
な
る
。

問

藤
久
保
地
域
拠
点
へ
は
町
内

の
ど
こ
か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き

る
公
共
交
通
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

答

町
長　
拠
点
を
結
ぶ
公
共
交

通
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
来

年
度
か
ら
策
定
に
取
り
掛
か
る
地

域
公
共
交
通
計
画
に
落
と
し
込
ん

で
ゆ
く
。
藤
久
保
地
域
拠
点
は
令

和
８
年
９
月
に
供
用
開
始
を
考
え

て
い
る
が
そ
れ
ま
で
に
は
公
共
交

通
を
構
築
し
た
い
。

問

自
治
体
間
競
争
が
激
し
く

な
っ
て
い
る
。
当
町
の
人
口
は
現

状
維
持
又
は
微
減
と
な
っ
て
い
る

が
対
策
は
。

答

政
策
推
進
室　
フ
ォ
レ
ス
ト

シ
テ
ィ
構
想
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト

で
ス
マ
ー
ト
な
町
作
り
に
よ
り
、

賑
わ
い
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
期

待
し
て
い
る
。

　
行
政
の
効
率
化
、
国
民
の
利
便

性
向
上
、
公
平
・
公
正
な
社
会
の

実
現
を
目
的
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
７
年
目
を

迎
え
る
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
も
あ

り
徐
々
に
取
得
者
は
増
え
て
き
た

が
、
不
安
と
懸
念
は
拭
え
な
い
。

問

個
人
情
報
保
護
委
員
会
よ
り

過
去
５
年
間
で
少
な
く
て
も
約
３

万
５
０
０
０
人
分
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
情
報
が
紛
失
・
漏
洩
し
た
と

報
告
が
あ
っ
た
が
、
三
芳
町
役
場

内
で
は
ど
う
か
。

答

財
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
課　

町
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

問

単
純
な
事
務
ミ
ス
を
減
ら
す

に
は
緊
張
感
を
持
っ
て
取
り
組
む

等
の
「
精
神
論
」
で
は
な
く
、
組

織
的
な
要
因
、
体
制
や
仕
組
み
の

課
題
と
捉
え
、
漏
洩
等
の
防
止
策

を
講
じ
る
必
要
性
が
あ
る
が
、
町

の
事
務
ミ
ス
を
防
止
す
る
た
め
の

対
策
は
。

答

財
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
課　

職
員
向
け
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修

や
意
識
向
上
を
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問

D
V
・
虐
待
の
被
害
を
受

け
て
い
る
方
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
情

報
提
供
を
し
て
い
る
か
。

答

住
民
課　
国
か
ら
詳
細
な
情

報
発
信
が
な
い
た
め
、
慎
重
に
対

応
し
て
い
く
。

問

ど
の
よ
う
な
形
で
情
報
発
信

を
し
て
い
る
か
。

答

住
民
課　
現
在
は
被
害
を
受

け
て
い
る
方
が
支
援
措
置
の
相
談

に
来
ら
れ
た
際
に
情
報
提
供
し
て

い
る
。

問

他
市
で
は
H
P
で
、
被
害
者

が
健
康
保
険
証
の
発
行
元
に
自
身

の
情
報
を
開
示
し
な
い
よ
う
に
届

出
を
す
る
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
保
険
証
と
し
て
使
え
な

く
な
る
こ
と
や
、
加
害
者
を
代
理

人
に
設
定
し
て
い
る
場
合
に
は
被

害
者
の
情
報
が
閲
覧
さ
れ
る
可
能

性
を
指
摘
し
て
い
る
。
町
で
は
ど

う
か
。

答

住
民
課　
H
P
で
は
情
報
発

信
し
て
お
ら
ず
個
別
に
対
応
し
て

い
る
。
国
の
見
解
が
示
さ
れ
れ
ば

発
信
し
て
い
く
。

当町の将来を示す青写真について山 口 正 史
やま  ぐち  まさ  ふみ

三芳みらい

第 5 次総合計画第 5 次総合計画
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三芳町の防犯対策について細 谷 光 弘
ほそ    や    みつ  ひろ

三芳みらい

問

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
出
来
た
が
周
知
は
。

答

自
治
安
心
課　
庁
内
の
み
、

外
部
に
は
周
知
出
来
て
い
な
い
。

問

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
後
１
年

が
経
つ
が
、
公
共
施
設
外
に
防
犯

カ
メ
ラ
は
何
台
設
置
さ
れ
た
か
。

答

自
治
安
心
課　
施
設
外
に
は
、

現
在
取
り
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

問

今
後
の
町
内
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
場
所
の
計
画
は
。　

答

自
治
安
心
課　
今
後
、
要
望

を
取
り
纏
め
町
内
関
係
機
関
と
設

置
を
検
討
し
て
い
く
。

問

令
和
４
年
３
月
議
会
で
詐
欺

防
止
対
策
に
、
自
動
通
話
録
音
機

を
提
案
し
た
が
導
入
は
。

答

町
長　
こ
れ
ま
で
も
詐
欺
防

止
録
音
機
等
を
配
っ
て
き
た
が
、

更
に
ど
う
い
っ
た
物
が
い
い
の
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

全
国
で
強
盗
事
件
等
が
多
発

し
て
い
る
が
、
町
は
防
犯
強
化
対

策
を
実
施
し
た
の
か
。

答

自
治
安
心
課　
町
単
独
で
の

凶
悪
犯
罪
対
策
は
難
し
い
の
で
出

来
て
い
な
い
が
今
後
警
察
と
の
協

議
の
場
で
話
し
て
い
く
。

問

防
犯
対
策
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

取
り
付
け
る
事
に
よ
っ
て
、
抑
止

力
に
繋
が
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。

警
察
と
も
協
議
し
設
置
す
べ
き
だ

が
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
ラ

イ
ト
な
ど
の
防
犯
対
策
用
品
の
購

入
費
用
に
対
す
る
助
成
制
度
を
創

設
し
て
は
。

答

町
長　
防
犯
対
策
・
見
守
り

機
能
等
も
あ
る
の
で
助
成
で
き
る

か
考
え
て
い
く
。

道
路
の
整
備
に
つ
い
て

問

三
芳
パ
ー
キ
ン
グ
の
フ
ル
化

後
の
交
通
量
の
想
定
は
。

答

総
合
調
整
幹　
上
下
線
合
わ

せ
て
一
日
７
２
０
０
台
の
利
用
を

想
定
し
て
い
る
。

問

三
芳
パ
ー
キ
ン
グ
フ
ル
化
後

の
交
通
量
は
、
約
１
・
７
倍
に
増

え
る
想
定
だ
が
、
交
通
量
の
増
加

を
見
据
え
た
道
路
基
盤
整
備
が
非

常
に
重
要
で
は
な
い
か
。

答

町
長　
今
後
の
人
の
流
れ
の

変
化
を
見
極
め
な
が
ら
、
将
来
の

道
路
整
備
を
総
合
計
画
の
中
で
検

討
し
て
行
き
た
い
。

計画は策定がゴールではありません
輝

鈴 木　 淳
すず     き            じゅん

問

三
芳
町
は
こ
の
後
、
第
６
次

総
合
計
画
、
立
地
適
正
化
計
画
、

地
域
公
共
交
通
計
画
と
い
っ
た
重

要
計
画
の
策
定
が
目
白
押
し
で
、

さ
ら
に
こ
こ
で
策
定
が
終
了
す
る

フ
ォ
レ
ス
ト
シ
テ
ィ
構
想
の
推
進

も
し
て
い
く
よ
う
だ
が
、
そ
の
よ

う
な
中
で
新
た
に
県
の
「
埼
玉
版

ス
ー
パ
ー
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
へ
の
参
加
を
決
め
た
理
由
は
。

答

政
策
推
進
室　
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
考
え
が
三
芳
町
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
に
合
致
す
る
も
の
で

あ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
ス
マ
ー
ト

な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

県
の
支
援
を
活
用
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
参
加
し
た
。

問

三
芳
町
版
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ

構
想
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

政
策
推
進
室　
令
和
４
年
度

は
参
加
の
表
明
、
５
年
度
か
ら
は

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
の
実
施
計

画
に
あ
た
る
「
地
域
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
の
策
定
に
入
っ
て
い
く
。

こ
の
計
画
に
は
第
６
次
総
合
計
画

や
フ
ォ
レ
ス
ト
シ
テ
ィ
構
想
、
立

地
適
正
化
計
画
、
地
域
公
共
交
通

計
画
か
ら
も
事
業
を
抽
出
し
、
令

和
５
年
度
内
で
の
策
定
を
目
指
す
。

問

計
画
や
構
想
は
策
定
よ
り
も

実
現
が
大
事
だ
が
、
策
定
後
の
進

捗
管
理
は
誰
が
行
う
の
か
。

答

政
策
推
進
室　
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
中
身
は
各
々
の
計
画
の
中

で
謳
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る

の
で
、
各
計
画
の
進
捗
管
理
と
総

合
計
画
の
進
捗
管
理
の
中
で
行
っ

て
い
く
。

問

具
体
的
に
は
。

答

総
合
計
画
は
行
政
評
価
で
、

フ
ォ
レ
ス
ト
シ
テ
ィ
構
想
は
協
議

会
を
立
ち
上
げ
る
の
で
そ
の
中
で
、

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
は
県
へ
提

出
す
る
書
類
の
中
で
進
捗
管
理
を

諮
っ
て
い
く
。

問

総
合
計
画
の
審
議
会
委
員
に

期
待
す
る
こ
と
は
。

答

政
策
推
進
室　
審
議
会
で
は

総
合
計
画
の
策
定
方
法
や
目
指
す

方
向
の
妥
当
性
を
審
議
し
て
も
ら

う
。
今
後
は
住
民
目
線
で
の
町
の

将
来
像
へ
の
意
見
や
、
各
分
野
で

の
知
見
を
頂
き
た
い
。

オレオレ詐欺防止自動録オレオレ詐欺防止自動録
音装置音装置

策定した計画の実現が一番大切です策定した計画の実現が一番大切です
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問

町
内
農
業
の
現
状
は
。

答

観
光
産
業
課　
都
市
近
郊
に

あ
り
な
が
ら
、
今
で
も
農
業
が

し
っ
か
り
と
根
付
い
て
い
る
町
と

捉
え
て
い
る
。

問

町
内
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

の
取
組
み
は
。

答

観
光
産
業
課　
ロ
ゴ
マ
ー
ク

入
り
F
G
袋
、
シ
ー
ル
、
の
ぼ

り
旗
等
を
販
売
時
に
使
用
し
た
。

問

F
G
袋
の
不
足
の
対
応
は
。

答

観
光
産
業
課　
令
和
５
年
度

の
予
算
増
額
を
要
求
し
た
。

問

ブ
ラ
ン
ド
化
の
成
果
は
。

答

観
光
産
業
課　
み
よ
し
野
菜

の
問
合
せ
の
増
加
や
、
ロ
ゴ
マ
ー

ク
入
り
の
方
が
売
り
や
す
い
と

い
っ
た
声
が
あ
る
。

問

町
内
農
産
物
の
町
内
消
費
を

進
め
る
た
め
の
取
組
み
は
。

答

観
光
産
業
課　

ブ
ラ
ン
ド

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
癒
し
の
レ
シ
ピ
、

産
業
観
光
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
野
菜

市
を
行
っ
て
い
る
。

問

地
産
地
消
推
進
条
例
制
定
や

地
産
地
消
推
進
計
画
策
定
に
対
す

る
見
解
は
。

答

観
光
産
業
課　
今
後
は
、
農

業
遺
産
の
動
き
を
考
慮
し
、
当
町

に
適
し
た
条
例
や
計
画
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問

農
業
補
助
金
の
活
用
は
。

答

観
光
産
業
課　
概
ね
す
べ
て

使
用
さ
れ
て
い
る
。

問

補
助
内
容
の
検
証
は
。

答

観
光
産
業
課　
三
芳
町
農
家

組
合
長
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
検

証
し
て
い
る
。
ま
た
、
補
助
額
の

増
額
や
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

問

ス
マ
ー
ト
農
業
に
対
応
し
た

補
助
を
考
え
て
は
。

答

観
光
産
業
課　
県
か
ら
の
情

報
は
速
や
か
に
提
供
し
、
農
業
改

善
事
業
補
助
金
の
中
で
ス
マ
ー
ト

農
業
機
器
に
つ
い
て
も
検
証
し
た

い
。　

問

特
に
農
業
後
継
者
が
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
べ

き
で
は
。

答

町
長　
立
志
の
農
業
後
継
者

を
育
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。
若
い
農
業
後
継
者
が

農
業
に
励
ん
で
い
け
る
町
を
作
っ

て
い
き
た
い
。

更なる農業の活性化を目指して井 田 和 宏
  い      だ     かず  ひろ

三芳みらい

行政連絡区割の見直しについて林　 善 美
はやし         よし     み

三芳みらい

問

行
政
連
絡
区
の
役
割
は
。

答

自
治
安
心
課　
町
行
政
の
円

滑
な
運
営
と
行
政
能
力
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
町
と
住

民
の
連
絡
調
整
を
担
う
組
織
。

問

再
編
の
検
討
は
。

答

自
治
安
心
課　
令
和
2
年
ま

ち
づ
く
り
懇
話
会
で
再
編
の
話
が

上
が
り
検
討
会
議
を
2
回
行
っ
た

が
、
結
論
が
出
な
か
っ
た
。

問

行
政
連
絡
区
と
学
校
区
が
異

な
る
こ
と
に
よ
る
課
題
は
。

答

自
治
安
心
課　
災
害
時
の
指

定
避
難
所
が
2
か
所
に
分
か
れ
る

こ
と
、
小
学
生
が
参
加
す
る
町
の

行
事
に
つ
い
て
小
学
校
が
異
な
る

こ
と
で
の
課
題
が
問
題
提
起
さ
れ

て
い
る
。

問

行
政
区
割
を
見
直
す
こ
と
で

改
善
さ
れ
る
こ
と
・
課
題
は
。

答

自
治
安
心
課　
役
員
や
行
事

に
関
し
て
は
参
加
が
し
や
す
く
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、
古
く
か
ら
の

住
民
の
方
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
構
築
が
必
要
と
な
り
、
区
離

れ
が
懸
念
さ
れ
る
。

問

課
題
を
把
握
す
る
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は
。

答

自
治
安
心
課　

議
題
に
上

が
っ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
地
域
に

よ
っ
て
意
見
も
様
々
で
実
施
自
体

が
負
担
と
考
え
、
実
施
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

問

行
政
区
割
に
つ
い
て
、
小
学

校
区
を
基
準
と
し
た
見
直
し
の
検

討
は
。

答

町
長　
区
長
会
の
中
で
議
論

し
て
い
た
だ
き
、
住
民
の
要
望
が

あ
れ
ば
諮
問
し
て
い
く
。

国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て

問

小
中
学
校
で
の
取
組
は
。

答

学
校
教
育
課　
オ
ラ
ン
ダ
大

使
館
・
マ
レ
ー
シ
ア
大
使
館
外
交

官
に
よ
る
講
演
会
を
実
施
。

問

中
学
生
の
海
外
派
遣
事
業
に

つ
い
て
、
今
後
の
予
定
は
。

答

学
校
教
育
課　
継
続
し
て
実

施
す
る
。

問

ペ
タ
リ
ン
グ
ジ
ャ
ヤ
市
の
マ

ラ
ソ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
周
知
し
、
全

町
民
が
交
流
の
機
会
を
持
て
る
よ

う
に
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

答

秘
書
広
報
室　
姉
妹
都
市
と

し
て
、
そ
の
よ
う
な
周
知
も
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
。

行政連絡区行政連絡区
簡易区割り図簡易区割り図
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問

幹
線
10
号
線
、
12
号
線
へ
の

不
法
投
棄
に
対
し
担
当
課
で
は
前

回
の
質
問
後
ど
の
よ
う
な
協
議
を

し
、
対
応
し
た
の
か
。

答

環
境
課　
上
富
地
内
道
路
上

に
お
い
て
の
不
法
投
棄
に
関
し
て

は
憂
慮
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

る
。
町
内
道
路
上
へ
の
投
棄
物
に

関
し
て
は
適
宜
撤
去
し
て
き
た
。

今
後
の
対
応
と
し
て
町
の
受
け
入

れ
基
準
に
適
す
る
も
の
に
限
り
受

け
入
れ
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。問

上
富
地
内
遊
歩
道
唯
一
の
ト

イ
レ
で
あ
る
木
ノ
宮
地
蔵
尊
の
ト

イ
レ
撤
去
後
、
訪
問
者
や
利
用
者

の
た
め
に
ト
イ
レ
を
造
る
こ
と
は

出
来
な
い
の
か
。

答

文
化
財
保
護
課　
昭
和
61
年

に
、
ふ
る
さ
と
歩
道
整
備
事
業
の

一
環
で
、
県
が
あ
ず
ま
や
を
設
置

し
、
付
属
施
設
と
し
て
翌
年
度
に

町
が
ト
イ
レ
を
設
置
。

そ
の
後
地
蔵
堂
が
町
の
文
化
財
と

い
う
こ
と
で
維
持
し
て
き
た
が
、

老
朽
化
が
進
み
排
水
不
良
や
漏
水

等
が
頻
発
し
美
観
を
損
ね
る
こ
と

か
ら
令
和
５
年
度
に
解
体
撤
去
を

し
、
文
化
財
の
施
設
と
し
て
の
役

割
を
終
了
と
考
え
て
い
る
。
今
後

の
設
置
に
関
し
て
は
関
係
課
と
の

協
議
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問

上
富
第
一
区
に
住
宅
地
内
の

路
面
標
示
を
含
め
、
路
面
標
示
の

消
え
て
い
る
個
所
が
多
く
あ
る
が

修
繕
の
予
定
は
。

答

道
路
交
通
課　
路
面
標
示
の

計
画
は
作
成
し
て
い
な
い
。

問

三
富
歴
史
民
俗
資
料
館
建
設

予
定
地
の
今
後
の
計
画
は
。

答

文
化
財
保
護
課　
ご
指
摘
の

県
有
地
に
つ
い
て
は
用
地
の
現
状

の
変
更
を
伴
う
よ
う
な
利
用
は
出

来
な
い
状
況
だ
が
日
本
農
業
遺
産

の
遊
歩
道
に
も
な
っ
て
い
る
の
で

活
用
出
来
る
よ
う
県
に
要
望
し
て

い
き
た
い
。

問

上
富
小
学
校
の
今
後
の
計
画

に
つ
い
て
統
廃
合
の
話
が
出
て
い

る
が
い
つ
頃
を
予
定
し
て
い
る
の

か
。答

学
校
教
育
課　
統
廃
合
が
必

要
な
場
合
令
和
12
年
に
実
施
に
な

る
見
通
し
と
考
え
て
い
る
。

上富地域の明るい未来を問う落 合 信 夫
おち  あい   のぶ   お

輝

世代ごとの不満のない施設づくり久 保 健 二
  く       ぼ    けん    じ

輝

問

県
道
三
芳
～
富
士
見
線
の
歩

道
設
置
整
備
の
設
計
、
測
量
、
用

地
交
渉
等
の
進
捗
状
況
は
。

答

道
路
交
通
課　
歩
道
整
備
の

道
路
設
計
、現
況
測
量
が
完
了
し
た
。

今
後
は
地
権
者
の
了
承
を
得
て
、

用
地
取
得
に
必
要
な
測
量
、
物
件

調
査
、
不
動
産
鑑
定
評
価
を
実
施

し
、
用
地
交
渉
を
開
始
す
る
予
定
。

問

片
側
、
両
側
、
予
定
し
て
い

る
歩
道
整
備
は
。

答

道
路
交
通
課　
両
側
へ
の
歩

道
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

問

家
屋
の
揺
れ
に
対
す
る
地
域

住
民
か
ら
の
相
談
が
後
を
絶
た
な

い
が
、
幹
線
５
号
線
、
幹
線
17
号

線
の
今
回
工
事
が
完
了
し
た
整
備

区
間
以
外
の
区
間
の
整
備
計
画
は
。

答

道
路
交
通
課　
一
度
に
全
て

の
箇
所
の
工
事
は
出
来
な
い
が
、

令
和
５
年
度
以
降
も
振
動
対
策
と

し
て
道
路
修
繕
工
事
を
順
次
実
施

し
て
い
き
た
い
。

問

県
道
三
芳
富
士
見
線
も
含
め
、

町
内
に
は
暗
く
て
危
険
と
感
じ
る

箇
所
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
が
、

街
路
灯
の
新
規
設
置
等
、
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

答

道
路
交
通
課　
現
地
確
認
の

上
、
設
置
要
望
の
あ
っ
た
箇
所
か

ら
順
次
設
置
を
進
め
た
い
。

問

学
校
区
、
国
道
、
県
道
で
線

引
き
を
し
、
行
政
連
絡
区
割
り
を

考
え
る
等
、
見
直
し
が
必
要
で
は
。

答

自
治
安
心
課　
小
学
校
通
学

区
域
や
国
道
、
県
道
で
分
け
る
等

も
含
め
、
広
く
関
係
各
行
政
区
や

学
校
関
係
等
の
意
見
を
聞
き
、
慎

重
に
検
討
し
た
い
。

問

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
で
の
学
校
の
統
廃
合
を
見
据
え

た
区
割
り
の
検
討
は
。

答

自
治
安
心
課　
行
政
連
絡
区

の
区
割
り
と
小
学
校
区
の
通
学
区

域
は
別
と
捉
え
て
い
る
が
、
関
係

者
か
ら
広
く
意
見
聴
取
し
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。　

そ
の
他
の
質
問

①
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
滑
走
エ
リ
ア

及
び
愛
好
会
と
の
関
わ
り
方
②
高

齢
者
施
設
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
課
題
③
三
芳
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
フ
ル
化
供
用
後
の
渋
滞
対
策

④
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

安心して歩ける歩道整備が待安心して歩ける歩道整備が待
たれる県道三芳・富士見線たれる県道三芳・富士見線
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問

こ
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計

画
は
、
策
定
か
ら
一
年
が
過
ぎ
た
。

子
ど
も
や
保
護
者
と
接
す
る
機
会

が
多
い
関
係
機
関
に
「
気
づ
き
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
の
よ
う
な
も
の
を
作

成
し
、
自
発
的
な
相
談
が
無
く
て

も
、
気
づ
く
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

答

こ
ど
も
支
援
課　
現
在
「
気

づ
き
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
な
い
が
、

作
成
し
て
い
る
他
の
市
町
村
を
参

考
に
、
今
後
は
配
布
し
て
活
用
し

て
い
き
た
い
。

問

計
画
の
対
象
者
は
、
妊
娠
期

か
ら
概
ね
18
歳
ま
で
と
あ
る
が
そ

の
時
々
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
引

き
継
が
れ
る
の
か
。

答

こ
ど
も
支
援
課　
子
育
て
支

援
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
妊
娠
期

か
ら
関
り
、
赤
ち
ゃ
ん
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
な
ど
を
経
て
そ
の
時
々
の

子
ど
も
の
様
子
に
合
わ
せ
た
支
援

を
考
え
、
所
属
す
る
箇
所
が
変
わ

る
際
は
、
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
て
情

報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。

問

家
庭
の
経
済
状
況
が
理
由
と

な
り
高
校
、
大
学
を
辞
め
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
な
っ
た
子
ど
も
や

保
護
者
の
相
談
先
は
。

答

こ
ど
も
支
援
課　
県
の
支
援

制
度
な
ど
の
紹
介
も
、
子
ど
も
支

援
課
が
窓
口
と
な
り
相
談
を
受
け

て
い
る
。　

問

物
価
の
高
騰
が
止
ま
ら
ず
生

活
が
厳
し
い
中
、
今
こ
そ
、
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
へ
の
家
賃
補
助
事

業
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

答

町
長　
ひ
と
り
親
世
帯
が
厳

し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は
把
握
し

て
い
る
。
調
査
を
行
い
、
家
賃
補

助
も
含
め
て
、
必
要
な
支
援
を
考

え
て
い
き
た
い
。

藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
整

備
等
事
業
に
つ
い
て

問

民
間
事
業
者
の
決
定
は
３
月

下
旬
と
の
こ
と
だ
が
進
捗
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　

３
回
目
の
選
定
委
員
会
で
は
、
現

時
点
ま
で
の
評
価
を
き
い
て
お
り
、

最
終
審
査
の
４
回
目
は
性
能
評
価

点
を
出
し
た
後
、
価
格
評
価
点
と

合
算
し
て
協
議
、
結
論
と
な
る
。

落
札
者
な
ど
の
公
表
は
３
月
28
日

の
予
定
。

みんなが住み続けたいと思う町に増 田 磨 美
ます    だ    ます    み

日本共産党

教育相談について細 田 三 恵
ほそ    だ    みつ    え

三芳みらい

問

「
埼
玉
県
公
立
学
校
に
お
け

る
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・
不
登

校
等
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
関

す
る
調
査
結
果
に
つ
い
て
」
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

答

学
校
教
育
課　
不
登
校
児
童

生
徒
は
大
幅
に
増
加
し
、
当
町
で

も
喫
緊
の
課
題
。
ま
た
、
い
じ
め

認
知
件
数
も
前
年
比
18
・
６
％
増

加
し
、
発
生
初
期
の
積
極
的
な
取

組
み
が
重
要
だ
と
改
め
て
認
識
し

て
い
る
。

問

不
登
校
児
童
生
徒
の
う
ち
90

日
以
上
欠
席
し
た
児
童
生
徒
数
は
。

答

学
校
教
育
課　
児
童
14
名
、

生
徒
43
名
と
な
っ
て
い
る
。

問

不
登
校
の
要
因
が
「
い
じ
め

を
除
く
友
人
関
係
を
め
ぐ
る
問

題
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
町
で

の
認
識
は
。

答

学
校
教
育
課　
い
じ
め
対
策

推
進
法
で
は
仲
た
が
い
等
と
示
さ

れ
、
当
町
も
同
様
の
認
識
。

問

相
談
員
が
扱
っ
た
相
談
項
目

で
「
い
じ
め
」
と
「
友
人
関
係
」

は
ど
の
様
な
基
準
で
分
類
し
て
い

る
か
。

答

学
校
教
育
課　
心
身
の
苦
痛

を
感
じ
て
い
る
も
の
に
合
致
し
て

い
る
か
否
か
が
基
準
と
な
っ
て
い

る
。問

通
常
「
冷
や
か
し
、
か
ら
か

い
、
悪
口
、
脅
し
文
句
や
嫌
な
こ

と
を
言
わ
れ
る
」
等
が
い
じ
め
に

当
た
る
が
、
そ
の
様
な
相
談
は
、

友
人
関
係
の
項
目
と
し
て
扱
っ
て

い
な
い
の
か
。

答

学
校
教
育
課　
こ
の
様
な
相

談
は
、
い
じ
め
を
前
提
と
し
て
聞

き
取
り
調
査
を
行
う
。

問

例
え
ば
、
命
に
関
わ
る
よ
う

な
言
動
が
見
ら
れ
た
ら
い
じ
め
と

判
断
し
て
は
ど
う
か
。

答

学
校
教
育
課　
感
じ
方
や
認

識
の
違
い
が
あ
る
の
で
、
複
数
の

相
談
員
等
で
の
情
報
共
有
を
行
い
、

初
め
て
い
じ
め
と
し
て
認
知
す
る

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
大

切
と
考
え
る
。

問

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い

て
の
相
談
は
あ
る
か
。

答

学
校
教
育
課　
相
談
員
に
は

な
い
が
、
直
接
担
任
へ
の
相
談
が

あ
る
。
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自転車ヘルメットの購入補助制度本 名　 洋
ほん     な             ひろし

日本共産党

　
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
死

の
多
く
が
頭
部
外
傷
に
よ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
４
月
１
日
よ
り
自
転

車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が

努
力
義
務
化
さ
れ
た
。

問

町
が
行
っ
て
い
る
上
限
１
０

０
０
円
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助

に
つ
い
て
、
購
入
を
促
す
た
め
対

象
、
金
額
の
拡
充
を
行
っ
て
は
。

答

自
治
安
心
課　
努
力
義
務
化

施
行
後
の
補
助
金
申
請
の
動
向
を

見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

問

自
転
車
防
犯
登
録
の
必
要
性

や
有
効
期
間
が
８
年
間
で
あ
る
こ

と
な
ど
周
知
の
必
要
性
は
。

答

自
治
安
心
課　
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

三
芳
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

問

合
計
特
殊
出
生
率
の
増
加
に

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答

政
策
推
進
室　
子
育
て
に
特

化
し
た
施
策
や
、
国
も
本
腰
を
入

れ
る
の
で
、
そ
れ
に
準
じ
て
や
っ

て
い
き
た
い
。

問

国
は
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
を
計
画
半
ば
で
内

容
を
抜
本
的
に
改
定
し
名
称
も
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
と
し

た
。
町
の
対
応
は
。

答

政
策
推
進
室　
町
も
改
定
を

行
う
予
定
。

問

様
々
な
計
画
立
案
が
行
わ
れ

る
中
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
中
心
に

人
材
確
保
が
必
要
で
は
。

答

政
策
推
進
室　
外
部
人
材
の

支
援
に
よ
り
人
材
育
成
を
図
り
た

い
。問

デ
ジ
タ
ル
格
差
や
お
金
の
有

る
無
し
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
格
差

が
生
じ
か
ね
な
い
の
で
は
。

答

町
長　
全
て
の
人
が
サ
ー
ビ

ス
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
の

が
行
政
の
使
命
で
あ
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

問

物
価
高
騰
へ
の
対
応
は
。

答

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　
給
食

の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
取
り
組

む
。問

給
食
費
の
無
償
化
や
一
部
補

助
は
。

答

町
長
　
財
政
的
に
難
し
い
。

問

三
芳
ス
マ
ー
ト
IC
へ
の
支
出

は
、
町
が
９
億
円
、
東
日
本
高
速

道
路
（
株
）
が
２・５
億
円
、（
独
）

日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済

機
構
（
国
）
が
10
・
５
億
円
の
総

合
計
で
22
億
円
の
予
定
だ
っ
た
。

し
か
し
、
現
在
の
支
出
予
定
で
は
、

町
は
19
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
３

者
の
総
合
計
は
当
初
の
約
３
倍
と

な
る
予
定
だ
。
２
者
の
支
出
予
定

額
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
位
か
。

答

総
合
調
整
幹　
町
以
外
は
答

え
ら
れ
な
い
。

問

前
に
出
せ
て
、
今
出
せ
な
い

の
は
お
か
し
い
、
国
の
税
金
か
ら

支
出
し
て
い
る
の
だ
か
ら
答
え
る

べ
き
だ
。
三
芳
ス
マ
ー
ト
IC
へ
の

大
型
車
の
通
行
に
対
し
て
安
全
対

策
が
で
き
て
い
な
い
。
歩
道
は
片

側
し
か
な
い
。
多
福
寺
前
交
差
点

近
く
に
は
住
宅
も
あ
り
、
敷
地
内

か
ら
車
道
ま
で
50
㎝
し
か
な
い
。

こ
れ
で
安
全
と
言
え
る
の
か
。
大

型
車
の
通
行
は
断
念
す
べ
き
で
は
。

答

町
長　
早
期
の
開
通
を
目
指

し
た
い
。

町
立
小
中
学
校
適
正
規
模

適
正
配
置
問
題

問

上
富
小
学
校
の
存
続
に
は
何

が
必
要
か
。

答

学
校
教
育
課　
住
民
の
意
見

を
聞
い
て
い
く
こ
と
。

問

学
校
再
編
等
審
議
会
を
設
置

し
、
５
回
の
審
議
会
を
開
く
が
、

そ
こ
で
は
上
富
小
学
校
や
竹
間
沢

小
学
校
、
三
芳
小
学
校
の
廃
校
も

決
め
て
い
く
の
か
。

答

学
校
教
育
課　
大
ま
か
な
こ

と
は
決
め
る
が
、
そ
の
後
に
は
、

個
別
対
応
を
考
え
て
い
る
。

問

情
報
の
配
信
や
説
明
会
は
廃

校
へ
の
誘
導
に
な
る
と
危
惧
す
る
。

地
域
住
民
の
意
見
を
多
く
聞
い
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ど
の

よ
う
に
意
見
を
聞
い
て
い
く
の
か
。

答

学
校
教
育
課　
審
議
会
な
ど

で
も
審
議
し
て
い
く
と
思
う
。

問

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
地

域
住
民
の
意
見
を
多
く
聞
い
て
い

く
と
捉
え
て
良
い
か
。

答

教
育
長　
そ
う
し
て
い
く
。

スマート IC 大型車通行やめよ吉村美津子
よしむら  み    つ    こ

日本共産党

自転車おしゃれヘルメット自転車おしゃれヘルメット
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委員会活動報告

総務常任委員会
２年間の取組みを振り返る
　令和３年５月に新しい委員の構成になり、
この２年間…
　公共交通に対する調査研究、災害時避難行
動マニュアルの作成、三芳スマートインター
チェンジ、防災倉庫の現地調査、また藤久保
地域拠点複合施設について協議を進めてきま
した。
　特に、公共交通に関しては三芳町の一番の
課題ということもあり、令和４年７月 28日、
29日に三芳町と同規模である茨城県の４自
治体へ視察訪問に伺い、調査研究、その後幾
度に渡り委員間で協議を進め、任期最後の定
例会最中である令和５年３月６日に総務常任
委員会委員全員で三芳町長へ「公共交通」に

関しての要望書を提出いたしました。
　この２年間、コロナ禍ということもあり、
制限された中での調査等、活動ではありまし
たが、総務常任委員会委員全員で町、議会、
町民のことを第一に考えた協議、委員会活動
が出来ました。
　委員一同、今後も町の取り組み・動向を見
守っていきます。

　厚生文教常任委員会では、２年間に渡り子
供たちの教育環境の充実のために調査研究し
てきました。まず、通学路の安全対策につい
て、当町で実施した「通学路総点検」調査資
料をもとに現地調査を行いました。更に、そ
れ以外の通学路の安全対策についても調査と
協議を重ね子供たちの通学路の安全対策につ
いて町長・教育長へ要望書を提出致しました。
　次に、令和４年７月と８月に、不登校児童
生徒への支援について先進地の東京都福生
市、神奈川県川崎市及び子ども夢パークを視
察しました。子供の居場所や新たな学びの場、
教育相談体制が充実しており、児童生徒の心
の変化に寄り添う支援が必要と感じました。
当町においても子供たちの心に対する理解と

支援の強化が重要であることを９月定例会で
報告致しました。
　その他の協議事項として、ギガスクール構
想における ICT 教育について、町内の小中
学校へ現地調査や担当課への聞き取り調査を
実施しました。それぞれの調査結果について
は、今後の議会活動に生かしていきたいと思
います。

厚生文教常任委員会
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　新型コロナウイルス感染症のため、住民の方々との十
分な対話が出来ない２年間になりましたが、以下の活動
を行ってまいりました。
・�年４回の議会だよりの発行（議会だよりの編集及び発
行）

　�（「議会だよりモニター会議」の意見を取り入れて、議会
だよりの一部を変更しました。）
・�３年ぶりに、議会報告会（ふれあい座談会）を計画し
実施しました。
・�「議会だよりモニター会議」を設置し、４回の会議を開き６人の委員の方から貴重なご意見
を頂きました。詳しくは「議会だよりモニター会議」報告でお伝えします。
・�新型コロナウイルス感染症が落ち着きを見せたために、鹿児島県東串良町及び福島県三春町
の議会の視察を受け、「議会だよりモニター会議」の説明を行いました。

議会広報広聴常任委員会

2 年間を振り返って
　令和 3年 5月に現体制となってから 2年
間で 45回の議会運営委員会の開催となりま
した。この間、通常の議会運営に関する協議
のほか、前年から始まったコロナウイルス感
染症に対する議会対応を協議する機会が多く
なりました。
　感染症が拡大していたこともあり、ペー
パーレスシステムに関する所管事務調査は先
進議会に赴くことが出来ず、オンラインで視
察研修を 2回行いました。
　ペーパーレスシステムに関しては、視察や
事前の勉強会の甲斐もあり、令和 4年度の
導入後も大きな混乱もなく効果的に運用され
ています。
　また議員の活動する環境を整えるための会
議規則の改正や地方自治法の改正に合わせた

三芳町議会議員政治倫理条例の改正、そして
議会の個人情報の保護に関する条例を策定な
ど合計 3件の委員会発議をいたしました。
　令和 4年 3月には「ロシア連邦によるウ
クライナへの軍事侵攻に抗議する決議案」を
協議し、議員全員が決議に賛成し、三芳町議
会の姿勢を示すことが出来ました。
　この 2年間はコロナ禍での議会運営とな
りましたが、議会運営委員会委員全員で協力
しあえたことで効率的な議会活動を行えまし
た。

議会運営委員会

委員会活動報告
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政策検討会議の報告
　藤久保地域拠点施設整備計画について、議
会としての政策提言をまとめる政策検討会議
を設置し、計 21回の会議を開催しました。
　新型コロナウイルス感染症の影響で、町民
の皆さまと意見交換する場を設ける事が出来
なかったため、議会だよりを通じて、住民の
方のご意見・ご要望を募集させて頂きました。

　各委員に政策提言を執行部に提出するか否
かを会派単位で意見をまとめて頂きました
が、残念ながら提出することでは意見が一致
しなかったため、会議としては政策提言を行
うことは断念しました。
　各々の会派が独自に政策提言を執行部に提
出する事になりました。藤久保地域拠点施設
整備計画のご意見及び提案を提出頂いた皆さ
まには感謝します。
　有り難うございました。
　以上をもって本会議は終了しました。

政策検討会議

議 会 活 動 日 誌

3 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　６日　総務常任委員会
　７日　全員協議会
　　　　厚生文教常任委員会
９日～１６日
　　　　予算特別委員会
１７日　全員協議会
２２日　議会運営委員会
２３日　�令和５年入間東部地区事務組合
　　　　第１回定例会
２４日　全員協議会
　　　　議会運営委員会
２９日　議会広報広聴常任委員会
　　　　議会だよりモニター会議

2 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　１日　議会運営委員会
　　　　政策検討会議
　８日　総務常任委員会
１４日　�鹿児島県東串良町議会広報広聴常任委員会
　　　　視察来庁
１６日　�福島県三春町議会議会運営委員会
　　　　視察来庁
１７日　議会運営委員会
２７日～３月２４日
　　　　令和５年第２回三芳町議会定例会
２７日　議会広報広聴常任委員会

委員会活動報告
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入間東部地区事務組合報告
令和５年度第１回定例会報告
　第 1回定例会が令和 5年 3月 23日に開かれました。
　本定例会では、令和 5年度入間東部地区事務組合一般会計予算が審議され、予算の総額が歳
入歳出それぞれ、40億 4,812 万 4千円と決定しました。

管理者施政方針より抜粋  
◦�組合におきましては、行政サービスを安定的に提供するという社会的使命を果たすため、消
防及び衛生行政の機能に重大な障害が生じることがないよう、今後も公私両面で感染防止対
策を徹底するとともに、様々な対策を講じながら職務に精励し、果たすべき役割の中で社会
情勢の変化に合わせた最大限の対応をおこなってまいります。
◦�消防活動の基本体制として近年猛威を振るう集中豪雨や台風、地震などの自然災害を含めた
大規模災害に対応するため、今後より一層消防職員と消防団員　協力して管内住民の皆様の
安心安全の確保を図って参ります。

　三芳町議会より 5名の議員がこの 2年間、入間東部地区事務組合議会の議員を務めて参りま
した。富士見市、ふじみ野市からもそれぞれ 5名ずつの議員が選出されており、議会は 15名
の議員で構成されております。
　入間東部地区事務組合では、住民の命や安心安全を守るための活動（消防、斎場管理、し尿
処理）を行っており、これらは住民生活にとって大変重要な業務です。それらに係る議案等を
慎重審議して参りました。三芳町から選出された 5名の議員は、4月 30日をもって退任とな
ります。これまで、ありがとうございました。

組合議員より挨拶

・し尿処理費� 1 億 367 万 5 千円
・斎場管理費� 2 億 6,423 万 8 千円
・消防管理費� 24 億 6,392 万 3 千円
・15m級はしご付き消防ポンプ自動車オーバーホール委託料� 2,748 万 4 千円
・消防指令システム及び消防無線システム実施設計委託料� 680 万 9 千円
・三芳分署空調設備 EHP改修工事に係る工事請負費� 5,060 万円
・富士見消防施設費（防水貯水槽解体撤去工事）� 203 万 5 千円
・ふじみ野消防施設費（車庫屋根外壁修繕及び公共下水設備工事）� 352 万円
・三芳消防施設費（第 3分団車両更新）� 2,227 万 4 千円

歳出の
主な内容

組合市町負担金は
歳入総額の 89.4%

36 億 2,015 万 5 千円
（前年度比 6.7%増）

歳入
について

市町内訳
富士見市�� �14 億　722万 3千円
ふじみ野市�� �14 億 8,148 万 8千円
三芳町�� �7 億 3,144 万 4千円
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　議会だよりモニターの皆さんには 1年
間お世話になりました。年間４回発行の
議会だよりごとにアンケートに答えてい
ただき、更に毎回意見交換会を実施し、
直接ご意見をいただきました。いただい
たご意見は委員会で協議し、誌面の改善
に役立ててきました。

議会だよりモニターの皆様議会だよりモニターの皆様
1年間ありがとうございました1年間ありがとうございました

 この１年間、  
 議会だよりモニターさんの意見により改善した主な点 
◦議会だよりタイトルのデザイン変更
◦誌面を緑からオレンジに
◦用語解説を別ページから用語と同ページに
◦一般質問のフォント、行間の変更
◦金額の表記を横書きに統一

笠井美奈子さん

合田正幸さん

田島博之さん

古屋ひろみさん

大森　緑さん

小林紀子さん

始めはドキドキでし
たが、皆様の意見を
聞き私も勉強になり
ました。

町を良くするために
自分にできることは
ないか考えて行動を
していきたいと思い
ました。

町政に対する関心が
深まりました。議会
だよりモニターに参
加できたことに感謝
します。

議会運営に関心を
持つひとが一人で
も増えて欲しいと
思います。

貴重な経験をさせて
いただき、ありがと
うございました。

知りたいことを知った
喜びを覚えています。
学んで免疫力アップさ
せて若さと活力の源に
なっています。

モニターを終えて、モニターさんから一言
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※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です

議会の動画を
配信しています。

議会の動画をインターネット動画配信サイト
YouTube 上でご覧になることができます。
本号の記事中にある動画のＱＲコードを読み
込むか、右記QRコードにアクセスしてくだ
さい。 三芳町議会

中継ページ

朗読ボランティア
「けやき」の皆さん
が朗読したものを
三芳町議会ウェブ
サイトで聴くことが
できます。

議会
だより の声次の議会定例会は

開会の予定です
6 月 1 日（木）

　町議会議員として、
吉村議員が 27年、菊
地議員が 15年の功績
が認められ全国町村議
会議長会より令和４年
度自治功労者表彰を受
賞されました。

受賞おめでとうございます

242023 年 5月１日　議会だより　三芳町　No.188

発
行　

埼
玉
県
三
芳
町
議
会

編
集　

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

印
刷　

望
月
印
刷
株
式
会
社

〒
３
５
４-

８
５
５
５　
埼
玉
県
入
間
郡
三
芳
町
大
字
藤
久
保
１
１
０
０
番
地
１

電
話 
０
４
９-

２
５
８-

０
０
１
９　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
９-

２
７
４-

１
０
５
７

M
ail gikai@

tow
n.saitam

a-m
iyoshi.lg.jp

議
会
だ
よ
り 

三
芳
町
第 

188 

号




